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Abstract   Takifugu flavidus (Li, Wang and Wang in Cheng et al., 1975) has been treated as 
a Japanese species by previous Japanese authors, despite the lack of any specimen-based 
records of the species from Japanese waters. However, an example of T. flavidus, collected 
off Hagi, Yamaguchi Prefecture, Japan was recently found in the fish collection of the Hagi 
Museum, Yamaguchi Prefecture. The species is distinguished from all congeners by the 
following combination of characters: dorsal and ventral spinule-covered areas not 
connected; body dark brown with white spots dorsally; an elliptical black blotch edged 
with white behind the pectoral fin.

*Corresponding author: Shimonoseki Marine Science Museum, 6–1 Arcaport, Shimonoseki, 
Yamaguchi 750–0036, Japan (e-mail: sonoyama@kaikyokan.com)

トラフグ属 Takifugu Abe, 1949は，鼻器が柱状
で鼻孔が 2個あること，側線は 2本あり，

眼の後方から尾柄部まで体側と体の腹側縁を縦走
すること，体の腹側縁に 1皮褶が縦走すること，
下顎の輪郭を側面から見ると丸いこと，体側に銀
白色の縦帯を持たないこと，眼の背縁は体表の皮
膚と連続すること，前頭骨は前方に向かって細く
なり，眼の後方における側方への張り出しは小さ
いこと，側篩骨は口蓋骨に接していること，背部
下舌骨を欠くことによって特徴づけられるフグ科
魚類である（Cheng et al., 1975；Su et al., 1986；松浦，
2017）．本属には世界で約 25種が知られ，日本沿
岸から 14種が報告されている（松浦，2017）．山
口県の日本海沿岸の魚類相研究の過程で，萩博物
館魚類コレクション（HH-Pi）を調査したところ，
萩市沖から採集された標本の中から，前述のトラ
フグ属魚類の特徴を併せ持つ 1個体の標本が見つ
かり，分類学的に精査したところ，サンサイフグ

Takifugu flavidus (Li, Wang and Wang in Cheng et al., 
1975)と同定された．サンサイフグは過去の出版
物において，日本産魚類の中に含められてきた（山
口県衛生部環境衛生課，1982；松浦，1984；厚生
省生活衛生局乳肉衛生課，1984；無名，2013；山
田・柳下，2013）．しかし，これらの報告は日本
沿岸から採集されたサンサイフグの標本に基づい
たものではなかったため，本種が日本沿岸に実際
に分布するかどうかは不明であった．本研究では
萩市沖から得られた 1個体の標本に基づき本種の
日本からの初記録を報告する．
計数・計測方法は Dekkers（1975）に従い，計

測はノギスを用いて 100 mm未満の部位について
は 0.1 mm単位まで計測し，100 mm以上の部位に
ついては 1 mm単位まで計測した．胸鰭最上部に
ある痕跡的な鰭条は外部から識別するのが困難な
ため，計数に含めなかった．
標準体長は体長または SLと表記した．脊椎骨

山口県萩市沖から採集された日本初記録の
フグ科魚類 Takifugu flavidus サンサイフグ
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数と各鰭の鰭条数は X線写真を用いて計数した．

Takifugu flavidus (Li, Wang and Wang in Cheng et 
al., 1975)

サンサイフグ
（Fig. 1）

記載標本　HH-Pi 215，269 mm SL，山口県萩市
沖（緯度経度は不明），1995年 6月 5日．
記載　背鰭軟条数 16，臀鰭軟条数 13，胸鰭軟

条数 17，脊椎骨数 8 + 12 = 20．
体各部の標準体長比（%）を以下に示す．臀鰭

前端における体高 18.3，背鰭後端における体高
12.2，胸鰭基部における体幅 30.2，口幅 9.1，頭

長 30.1，吻長 13.2，背鰭前長 71.5，臀鰭前長
70.8，眼後長 14.8，吻端から鼻器前端までの長さ
8.2，鼻器後端から眼までの長さ 6.8，鼻器間幅 6.4，
鼻器径 2.5，眼径 3.8，両眼間隔 17.8，骨性両眼間
隔 12.0，背鰭軟条長 17.8，臀鰭軟条長 15.4，胸鰭
軟条長 13.0，尾鰭中央軟条長 15.3，尾柄高 9.6，
尾柄長 17.8，背鰭基底長 16.5，臀鰭基底長 12.9，
鰓孔長 7.5．
体の断面は円く，尾柄は側扁する．頭部から背

鰭起部までの体背縁は緩やかに弧を描く．眼は楕
円形で小さい．口は小さく端位．唇は分厚く襞
状．両顎の歯は癒合して嘴状となり，上顎と下顎
それぞれに 2枚の歯板を有する．下顎を側面から
見ると丸い．鼻器は楕円形で柱状．鼻孔は 2つあ

Fig. 1.　Preserved specimen of Takifugu flavidus collected off Hagi, Yamaguchi Prefecture, Japan (HH-Pi 215, 269 
mm SL). (A) lateral, (B) dorsal and (C) ventral views.
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る．体の腹側縁に 1皮褶が縦走する．側線は 2本
あり，眼の後方から尾柄部までの体側と体の腹側
縁を縦走する．背面の小棘域は両眼間隔域から始
まり，胸鰭後縁上方と背鰭起部の中間付近に達す
る．腹面の小棘域は眼の下方から始まり，胸鰭後
縁下方と肛門の中間付近をわずかに超える．背面
と腹面の小棘域は分かれる．背面の小棘は腹面よ
り僅かに大きい．腹鰭はない．尾鰭は截形．10%
ホルマリンで固定後，70%エタノールに保存した
標本では，体背部は褐色で，淡い白色点が散在す
る．腹面は明るい黄褐色．胸鰭後端付近の体側に
不定形（短径 18.6 mm，長径 23.0 mm）の黒斑が
ある．胸鰭基底の側面と内面にそれぞれ 1黒色点
がある．内面の黒色点は側面の黒色点より大きく，
胸鰭基底の上端から中央部のやや下方まで達する．
背鰭および尾鰭は暗褐色．胸鰭および臀鰭は基底
に近い 1/3が明るい黄褐色で，他は暗褐色．
分布　黄海，渤海，東シナ海（松浦，1984；山

田ほか，1986，2007；藤田，1988；Kim and Kang, 
1993；原田・阿部，1994；Lindberg et al., 1997；無
名，2013；山田・柳下，2013），および山口県萩
市沖（本研究）．
備考　本標本は以下に示すサンサイフグの特徴

を有している：背面と腹面の両方に明瞭な小棘域
があり，背面の小棘域は両眼間隔域から始まり，
胸鰭後縁上方と背鰭起部の中間付近に達する，腹
面の小棘域は眼の下方から始まり，胸鰭後縁下方
と肛門の中間付近をわずかに超える，背面と腹面
の小棘域は分かれる，体背部は褐色で，淡い白色
点が散在する，胸鰭後端付近の体側に不定形の黒
斑がある，臀鰭は通常ほぼ全域が暗色．さらに本
標本の背鰭・臀鰭の軟条数（それぞれ 16および
14）もサンサイフグの原記載に示された変異の範
囲内（それぞれ 15–16および 13–15：Cheng et al., 
1975）であり，脊椎骨数は 20で，原田・阿部（1994）
の示したサンサイフグの値（20–22）と一致する．
また，Cheng et al.（1975）によると，サンサイフ
グは 230 mm SL前後で体背部の白点が不明瞭と
なり，280 mm SL前後では体背部は均一な黄褐色
である．269 mm SLの本標本の体色は Cheng et 
al.（1975）の示したサンサイフグの 230 mm SL前
後の状態に極めて近い．従って，本標本をサンサ
イフグと同定した．
サンサイフグはトラフグ属の中では，胸鰭後端

付近の体側に黒斑がある，体背部に明瞭な斑紋が
ないなどの特徴によって，カラス T. chinensis (Abe, 
1949)，マフグ T. porphyreus (Temminck and Schlegel, 

1950)およびメフグに似るが，体色と小棘域の特
徴によって以下のように識別できる：サンサイフ
グでは体背部は褐色で，淡い白色点が散在し，胸
鰭後端付近の黒斑は不定形，カラスでは体背部は
黒色，胸鰭後端付近の体側の黒斑は円形で大きい；
サンサイフグでは体表に小棘があり，基底に近い
1/3が明るい黄褐色で，他は暗褐色，マフグでは
体表に小棘はなく円滑で，臀鰭は黄色みを帯びる；
サンサイフグでは背・腹面の小棘域は分かれてい
る，メフグでは背・腹面の小棘域は胸鰭の前方で
連続する（Cheng et al., 1975；松浦，1984，2017；
山田ほか，1986，2007；Kim and Kang, 1993；原田・
阿部，1994；Lindberg et al., 1997；無名，2013；山田・
柳下，2013）．

Cheng et al.（1975）は本種の属名を Fugu Abe, 
1952としていたが，Matsuura（1990）のトラフグ
属の 分 類 学 的 研 究により，Fugu Abe, 1952は
Takifugu Abe, 1949の客観異名であることが明らか
にされた．そのため本種の属名には Takifuguが用
いられている（松浦，2017）．一方，Abe（1949）
は Sphoeroidesの新亜属として Takifuguを提唱した
が，タイプ種を指定しなかったとして，Fricke et 
al.（2019）は Takifuguの著者を Abe (1949)ではなく，
Marshall and Palmer (1950)とした（動物命名法国際
審議会，2000：条 13.3）．しかし，Abe（1949）が
新亜属として提唱した Takifuguには 1種のみしか
含まれていなかったため，Takifuguは適格名であ
る（動物命名法国際審議会，2000：条 68.3.1）．し
たがって，Fricke et al.（2019）の解釈は誤りであり，
Takifuguの著者は Abe (1949)となる．
サンサイフグは日本沿岸から採集された標本に

基づいて報告されたことはなかったが，以下に示
すように過去の出版物において日本産魚類に含め
られてきた．日本と周辺海域のトラフグ属魚類の
分類学的研究は Abe（1939, 1942, 1944, 1949, 1950, 
1952, 1954）によって行われた．松原（1955）は
コウライフグ Takifugu basilevskianus (Basilewsky, 
1855)，タキフグ T. oblongus (Bloch, 1786)，ナメラ
ダマシ T. pseudommus (Chu, 1935)，メガネフグ T. 
ocellatus (Linnaeus, 1758)およびメフグ T. obscurus 
(Abe, 1949)を収録した［松原は Abe（1952）に従っ
て，属名には Fuguを使用した ]．松原はこれら
のトラフグ属魚類が日本沿岸に分布するとは記し
ていないが，分布域を西部朝鮮（メフグ），朝鮮
北西部（コウライフグ），黄海・東シナ海（ナメ
ラダマシ）と記すなど，日本近海にも分布する可
能性を暗示するような表記をした．松原（1955）は，
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基本的に日本沿岸に分布する魚種の同定を目的と
していたため，収録された魚類が日本に分布する
種と認識された．そのため，富永・上野（1981）
は ｢日本産魚類リスト｣ としてコウライフグ，タ
キフグ，メフグおよびメガネフグを収録した．そ
の後，塩見ほか（1980）では，中国から得られた
本種に対し，サンサイフグという標準和名を提唱
した．山口県衛生部環境衛生課（1982）にはコモ
ンダマシ T. alboplumbeus (Richardson, 1845)［この
学名はクサフグに適用すべきである（Matsuura, 
2017）］，サンサイフグ，タキフグ，ナメラダマシ，
メフグおよびフタツボシフグ T. bimaculatus 
(Richardson, 1845)が収録された．さらに，厚生省
生活衛生局乳肉衛生課（1984）には，アミメフグ，
コウライフグ，コモンダマシ，サンサイフグ，タ
キフグ，フタツボシフグ，メガネフグおよびメフ
グが収録された．日本沿岸から標本が得られてい
ないにもかかわらず，日本沿岸に分布するとされ
ている種がいる背景には，フグ需要の増大により，
東シナ海や黄海で漁獲されたフグ類が日本の魚市
場に水揚げされるようになったという事実があっ
た（厚生省生活衛生局乳肉衛生課，1984）．
益田ほか（1984）には，過去の出版物で日本に

分布するとされた魚類を収録しているため，松浦
（1984）は同書にサンサイフグ，タキフグ，ナメ
ラダマシおよびメフグを収録した（松浦，2017）．
山田・柳下（2013）もこの見解を踏襲した．しか
し，これまでに報告されたサンサイフグの分布域
は，黄海，渤海および東シナ海のみであり（Cheng 
et al., 1975；松浦，1984；山田ほか，1986，2007；
藤田，1988；Kim and Kang, 1993；原田・阿部，
1994；Lindberg et al., 1997；無名，2013；山田・柳
下，2013），標本に基づいて日本沿岸から記録さ
れたことはない．山田ほか（2007）は調査船の漁
獲記録に基づいて，本種の大半の標本は黄海で漁
獲され，東シナ海では中国寄りの海域で漁獲され
ているとした．
萩博物館の記録によると，本標本の採集地は萩

市沖となっているが，緯度経度や採集水深，採集
方法などの詳細は不明である．前述したように本
種はこれまでに日本沿岸から標本に基づいて記録
されたことはない．しかし，長崎大学水産学部グ
ラバー図譜編集委員会（1974：第 20集第 2図，p. 
251）のカナフグ Lagocephalus inermis (Temminck and 
Schlegel, 1850)は，鰓孔が黒くない，体背面および
腹面に小棘がある，胸鰭後端付近の体側に不定形
の黒斑がある，臀鰭はほぼ全域が暗色である等の

特徴を有するため，サンサイフグと同定される．
本図は 1912年から 1933年に描かれたため（長崎大
学水産学部グラバー図譜編集委員会，1973：10–
11），1933年以前にサンサイフグは長崎魚市場に水
揚げされていたことになる．フグはえ縄漁業の日本
沿岸を含まない東シナ海・黄海漁場が開拓された
のは 1965年頃で，それ以前は山口県から五島灘水
域が漁場になっていたことから（天野・檜山，
1997；時村，2011），長崎魚市場に水揚げされてい
たサンサイフグが日本沿岸で漁獲された可能性を
否定できないが，詳細は不明である．一方，長崎
大学付属図書館（2006）では，長崎大学水産学部
グラバー図譜編集委員会（1974）のカナフグをサ
ンサイフグとした．いずれにしろ，本報告は標本に
基づくサンサイフグの日本初記録となる．
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